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2021年４月１９日(月) 小中一貫教育校スタートのお知らせ

三校合同オンライン朝礼（小津中から発信 令和3年2月17日）

▲小中連携教員総会（上條小から発信 2月9日） ▲小６体験授業（小津中 3月3日）

小
津
中
校
区
で
施
設
分
離
型
の
小
中
一

貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
本
校
区
で
は

通
学
す
る
小
中
学
校
は
従
来
の
ま
ま
、
教

職
員
間
や
地
域
と
の
連
携
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
交
流
を
促
進
し
、

一
貫
し
た
指
導
支
援
体
制
を
確
立
す
る
。

令
和
三
年
度
は
九
年
間
を
見
通
し
た
重
点

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
裏
面
説
明
）
に
も
と
づ

き
、
教
育
内
容
の
一
層
の
連
携
を
図
る
。

施
設
分
離
型
小
中
一
貫
教
育
開
始

こ
れ
ま
で
課
題
と
さ
れ
た
、
中

学
校
進
学
時
、
新
た
な
環
境
に
戸

惑
う
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
解
消
の

取
り
組
み
と
し
て
、
令
和
３
年
度

も
昨
年
に
続
き
「
中
一
ス
タ
ー
ト

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
実
施
。
小
中

の
教
員
が
連
携
し
、
小
学
校
で

培
っ
た
力
を
活
か
す
こ
と
を
主
眼

に
し
た
取
り
組
み
が
動
き
出
し
て

い
る
。

「
お
づ
中
校
区
の
先
生
が
み
ん

な
で
」
話
し
合
う
「
お
づ
み
ん
会

議
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
昨
年
度

小
学
校
間
の
連
携
を
目
的
に
行
わ

れ
た
「
小
小
合
同
学
年
会
」
を
発

展
さ
せ
た
も
の
だ
。
中
学
校
で
の

会
議
を
加
え
、
小
津
中
校
区
の
つ

な
が
り
を
さ
ら
に
強
化
し
、
め
ざ

す
こ
ど
も
像
・
学
校
像
に
も
と
づ

き
、
具
体
的
な
授
業
づ
く
り
や
業

務
の
連
携
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

めざす学校像「みんなが安心 みんなで創る あなたが輝く学校」※詳細カリキュラムは裏面

小
津
中
で
は
昨
年
度
、
授
業
の

あ
り
方
を
、
対
話
を
重
視
し
た
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
学
び
へ
大
き
く
変
化

さ
せ
て
き
た
。
今
年
度
は
学
習
の

積
み
残
し
の
原
因
と
な
っ
て
い
た

定
期
テ
ス
ト
を
全
面
廃
止
。
き
め

細
や
か
な
指
導
と
評
価
を
充
実
さ

せ
て
い
く
。

モ
ニ
タ
ー
を
食
い
入
る
よ
う
に

見
つ
め
る
先
生
と
子
ど
も
た
ち
。

み
ん
な
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。

小
中
一
貫
教
育
校
へ
向
け
、
二

月
に
初
め
て
行
わ
れ
た
校
区
合
同

オ
ン
ラ
イ
ン
朝
礼
の
様
子
で
あ
る
。

朝
礼
は
中
学
校
生
徒
に
よ
り
小
津

中
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
生

徒
主
体
で
進
め
ら
れ
た
。

三
月
に
は
六
年
生
を
対
象
に
小

津
中
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
。

中
学
校
で
生
徒
作
成
の
動
画
や
体

験
授
業
で
盛
り
上
が
っ
た
。

国
語
科
か
ら
広
げ
る
言
語
活
動

ネ
ッ
ト
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
正

し
く
丁
寧
な
日
本
語
の
習
得
が
大

切
で
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
た
学
習
に
お
い
て
も
、
日
常

生
活
で
の
携
帯
端
末
使
用
に
お
い

て
も
、
自
他
の
思
い
や
意
見
を
正

し
く
相
互
に
伝
え
合
う
言
語
能
力

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
伝
え
る
力

を
育
成
す
る
た
め
に
は
国
語
科
を

中
心
と
し
た
『
書
く
』
ス
キ
ル
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

条東小学校校長
松田義広

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
に
期
待

子
ど
も
が
安
心
で
き
る

学
校
づ
く
り
を

今
年
度
よ
り
小
津
中
学
校
の
校

長
と
な
っ
た
高
橋
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
大
変
な
状
況
が
続
き
ま
す
が
、

小
津
中
校
区
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ー
ル
を
効
果
的
に
活
用
し
た
連

携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
双
方
の
良

さ
を
生
か
し
、
小
中
一
貫
の
取
組

み
を
進
め
て
た
い
と
考
え
ま
す
。

学
校
の
主
役
は
、
子
ど
も
た
ち

で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
人
間
の
基

本
的
な
欲
求
で
あ
る
「
所
属
感
」

を
感
じ
、
安
心
し
て
学
校
生
活
に

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

小津中学校校長
高橋敏也

上條小学校校長
辻井由美子

‵

校
長
Ｓ

Ｅ
Ｙ
Ｅ

オ
ン
ラ
イ
ン
で
合
同
朝
礼

中
学
校
体
験
も
充
実

小
学
校
間
の
連
携
も
強
化

「
お
づ
み
ん
会
議
」
開
始

評
価
の
あ
り
方
検
討

中
は
定
期
テ
ス
ト
廃
止

「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」

解
消
の
取
り
組
み
推
進

「
伝
え
る
力
」
の
育
成



▲小中連携教員総会（令和3年2月9日）

こ
れ
ら
の
学
習
過
程
の
中
で
、
大

切
に
し
た
い
の
は
子
ど
も
が
自
ら

「
問
い
続
け
る
」
こ
と
。
子
ど
も
た

ち
が
互
い
を
尊
重
で
き
る
関
係
の
中

で
、
子
ど
も
が
問
い
、
子
ど
も
が
答

え
る
授
業
や
日
々
の
関
わ
り
を
重
視

し
た
い
。

一
つ
目
の
重
点
は
「
言
語
能
力
の

育
成
」
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き

抜
く
子
ど
も
た
ち
に
は
伝
え
合
う
力

が
欠
か
せ
な
い
。
多
く
の
情
報
を
読

み
解
き
、
重
要
な
要
素
を
書
き
と
め
、

友
だ
ち
に
伝
え
、
話
し
合
い
聞
き
合

う
。
そ
の
よ
う
な
活
動
が
大
切
で
あ

る
。
校
区
全
職
員
で
九
年
間
の
言
語

能
力
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
・

共
有
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
系
統
性
を

確
か
め
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
よ

り
よ
い
学
び
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

二
つ
目
の
重
点
を
「
情
報
活
用
能

力
の
育
成
」
と
し
、
三
校
の
担
当
で

連
携
を
開
始
。
こ
の
連
携
会
議
に
よ

り
、
国
の
施
策
の
も
と
で
配
備
さ
れ

た
一
人
一
台
端
末
の
効
果
的
活
用
や

子
ど
も
た
ち
が
正
し
く
情
報
機
器
を

活
用
す
る
力
の
育
成
に
向
け
た
取
組

み
を
系
統
化
。
直
近
の
課
題
は
「
情

報
モ
ラ
ル
教
育
」
と
キ
ー
ボ
ー
ド
入

力
等
の
「
活
動
ス
キ
ル
」
。
今
後
さ

ま
ざ
ま
な
学
習
や
テ
ス
ト
で
文
字
入

力
等
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
家
庭

で
ス
マ
ホ
を
使
用
す
る
際
に
子
ど
も

た
ち
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

事
例
も
少
な
く
な
い
。
家
庭
と
も
連

携
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
確
か
な

力
を
育
成
し
た
い
。

「みんなが安心 みんなで創る あなたが輝く学校」へ

言語能力（伝え合う力）と情報活用能力を重点に指導

小津校区では令和３年2月、小津校区の「めざす学校像」と「『９年間の学び』重点カリキュラム」を策定した。この学校像は小学校側が大
切にする「安心」や居場所づくりの視点と中学校が推進する「創る」をキーワードとした主体性育成の視点を大切にしながら、一人ひとりが大
切にされ、その良さが発揮されることをめざしたものである。また、課題であった小中一貫カリキュラムを１年間の試行錯誤を経てとりまとめ
た（下記の表）。新学習指導要領でも重視される言語能力と情報活用能力を重点化し、これからの社会をよりよく生きる力の育成をめざす。

大達
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小
中
一
貫
教
育
に
向
け
た

こ
れ
ま
で
の
歩
み

▼
平
成
三
十
年
度
～
令
和
元
年
度

中
学
校
教
員
を
小
学
校
へ
派
遣
／

小
・
中
学
校
教
員
の
相
互
授
業
見
学
／

教
職
員
合
同
研
修
・
業
務
ご
と
の
連
携

会
議
／
小
津
中
宣
伝
プ
ロ
グ
ラ
ム

等

▼
令
和
二
年
度

小
学
校
間
の
連
携
を
図
る
同
学
年

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
／

中
一
ス
タ
ー
ト
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
／
中
学
校
教
員
の
小
学
校

見
学
／
小
中
一
貫
総
会
／
校
区
合
同
オ

ン
ラ
イ
ン
朝
礼
／
小
津
中
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
小
津
中
紹
介
・
体
験
授
業
）

小
津
校
区
で
は
、
こ
れ
ま

で
教
職
員
間
の
交
流
や
合
同

研
修
な
ど
を
通
し
て
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
接
続
に
つ
い
て
の
協
議

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今

後
、
九
年
間
の
学
び
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
実
践
に
よ
る
小

中
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
く

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
資

質
・
能
力
が
今
ま
で
以
上
に

育
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。泉

大
津
市
教
育
長

竹
内

悟

〈
教
育
長
よ
り
〉

資
質
・
能
力
の
向
上
を

課
題
の
一
つ
は
、
学
校
外
の
時
間

な
ど
で
「
自
ら
学
ぶ
力
」
を
育
て
る

こ
と
。
中
学
校
時
点
で
生
徒
が
家
庭

学
習
を
行
う
時
間
は
少
な
い
一
方
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画

視
聴
を
行
う
時
間
が
非
常
に
長
い
。

家
庭
学
習
時
間
が
学
力
向
上
に
与
え

る
影
響
は
大
き
く
、
計
画
を
立
て
て

学
習
す
る
力
も
重
要
で
あ
る
。
興
味

関
心
を
持
て
る
授
業
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト

等
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
家
庭
学
習

促
進
に
取
組
み
た
い
。

全
市
的
課
題
で
あ
る

言
語
能
力
を
系
統
化

子
ど
も
が
問
い
続
け
る

サ
イ
ク
ル
を
大
切
に

情
報
活
用
能
力
育
成
へ

端
末
活
用
で
も
連
携

課
題
は
家
庭
学
習
等
で

自
ら
学
ぶ
力


